
Excel解説7.2
大標本の平均の検定

データファイル 英語の点数50



ファイルを開く



「Excel解説2.1平均・分散・標準偏差」と同様に、
以下の設定で分析ツールの基本統計量を算出

①データタブをクリック

②データ分析をクリック



①設定したらOKをクリック

②確認



①キーボードから入力

②（平均－帰無仮説の値）÷標準誤差
を計算



①問題に書かれている
確率を入力

②=T.INV.2T(確率,自由
度)

を入力



=NORM.INV(確率,平均ゼ
ロ, 標準偏差1)

を入力
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